
平成24年 №２       

東京学芸大学学則等の一部を改正する学則 

 

制定理由 

  東日本大震災被災者等に対する検定料免除に伴い，所要の改正を行うものであ

る。 

 

承認経過 

 平成24年１月11日 教育研究評議会 審議・承認 



 東京学芸大学学則等の一部を改正する学則を次のように制定する。 

 

  平成24年１月12日 

              国立大学法人東京学芸大学長 

                      村 松 泰 子 

 

 

平成24年学則第１号 

   東京学芸大学学則等の一部を改正する学則 

 

 次に掲げる学則の一部について，別紙新旧対照表の右欄を，左欄のように改正す

る。 

(1) 東京学芸大学学則（平成16年学則第２号） 

(2) 東京学芸大学大学院学則（平成16年学則第１号）



東京学芸大学学則の一部改正について 

 

改正理由：東日本大震災被災者等に対する検定料免除に伴い，所要の改正を行うものである。 

改         正 現         行 

 
〔省略〕 
 

（検定料の免除） 

第３３条の２ 検定料の納付が極めて困難である者については，願い出により本学

の検定料を免除することができる。 

２ 前項の規定による検定料の免除については，別に定める。 
 
〔省略〕 
 

（授業料等の返付） 

第４４条 一度納付した授業料等は，返付しない。 

２ 前項の規定にかかわらず，次の各号の１に該当する場合は，納付した者の申出

により，当該各号に定める額を返付することができる。 

 (1) 入学を許可するときに授業料を納付した者が３月31日までに入学を辞退した

場合 当該授業料相当額 

 (2) 第36条第２項及び第３項の規定により春学期に係る授業料を徴収するとき

に，秋学期に係る授業料を併せて納付した者が，当該年度の９月30日までに休

学又は退学した場合 秋学期に係る授業料相当額 

 (3) 学部入学に係る検定料を納付した者が，個別学力検査出願受付後に，本学が

指定した大学入試センター試験受験科目の不足等による出願無資格者であるこ

とが判明した場合 その後の選抜に係る検定料相当額 

(4) 学部入学に係る検定料を納付した者が，第３３条の２の規定により検定料免 

除の許可を受けた場合 検定料相当額 
 

  〔省略〕 
 

附 則 

この学則は，平成24年１月12日から施行し，平成23年９月１日から適用する。 

 
〔省略〕 

 
（検定料の免除） 

第３３条の２ 検定料の納付が極めて困難である者については，願い出により本学

の検定料を免除することができる。 

２ 前項の規定による検定料の免除については，別に定める。 
 
〔省略〕 
 

（授業料等の返付） 

第４４条 一度納付した授業料等は，返付しない。 

２ 前項の規定にかかわらず，次の各号の１に該当する場合は，納付した者の申出

により，当該各号に定める額を返付することができる。 

 (1) 入学を許可するときに授業料を納付した者が３月31日までに入学を辞退した

場合 当該授業料相当額 

 (2) 第36条第２項及び第３項の規定により春学期に係る授業料を徴収するとき

に，秋学期に係る授業料を併せて納付した者が，当該年度の９月30日までに休

学又は退学した場合 秋学期に係る授業料相当額 

 (3) 学部入学に係る検定料を納付した者が，個別学力検査出願受付後に，本学が

指定した大学入試センター試験受験科目の不足等による出願無資格者であるこ

とが判明した場合 その後の選抜に係る検定料相当額 

 

 
 

〔省略〕 

 

 



東京学芸大学大学院学則の一部改正について 

 

改正理由：東日本大震災被災者等に対する検定料免除に伴い，所要の改正を行うものである。 

改         正 現         行 

 
〔省略〕 

 

（授業料等の返付） 

第３７条 一度納付した入学料及び授業料は返付しない。 

２ 前項の規定にかかわらず，入学を許可するときに授業料を納付した者が，４ 

月入学の場合は３月31日までに，10月入学の場合は９月30日までに入学を辞 

退した場合には，納付した者の申出により当該授業料相当額を返付することが 

できる。 

３ 前条第２項及び第３項により春学期に係る授業料を徴収するときに，秋学期 

に係る授業料を併せて納付した者が，当該年度の９月30日までに休学又は退学 

した場合には，第１項の規定にかかわらず，納付した者の申出により秋学期に 

係る授業料相当額を返付することができる。 

４ 第1項の規定にかかわらず，検定料を納付した者が，第３８条の規定により 

検定料の免除の許可を受けた場合，納付した検定料相当額を返付することがで 

きる。 
 

（授業料，入学料及び検定料の免除等の手続き） 

第３８条 授業料，入学料及び検定料の免除等の手続は，東京学芸大学学則（平成

16年学則第２号。以下「大学学則」という。）の規定を準用する。 

 

〔省略〕 
 

附 則 

この学則は，平成24年１月12日から施行し，平成23年９月１日から適用する。 

 
〔省略〕 

 

（授業料等の返付） 

第３７条 一度納付した入学料及び授業料は返付しない。 

２ 前項の規定にかかわらず，入学を許可するときに授業料を納付した者が，４ 

月入学の場合は３月31日までに，10月入学の場合は９月30日までに入学を辞 

退した場合には，納付した者の申出により当該授業料相当額を返付することが 

できる。 

３ 前条第２項及び第３項により春学期に係る授業料を徴収するときに，秋学期 

に係る授業料を併せて納付した者が，当該年度の９月30日までに休学又は退学 

した場合には，第１項の規定にかかわらず，納付した者の申出により秋学期に 

係る授業料相当額を返付することができる。 

 

 
 
 
（授業料，入学料及び検定料の免除等の手続き） 

第３８条 授業料，入学料及び検定料の免除等の手続は，東京学芸大学学則（平

成16年学則第２号。以下「大学学則」という。）の規定を準用する。 

 

〔省略〕 

 

 


